
窓
の
灯
、
雪
を
溶
か
さ
ず

窓
の
灯
、
雪
を
溶
か
さ
ず

は
じ
め
に

正
岡
子
規
『
新
俳
句
』
と
「
月
並
句
」
の
差
異
に
つ
い
て

　
明
治
俳
句
を
一
変
さ
せ
た
の
は
正
岡
子
規
達
で
あ
る
、
と
は
定
説
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
俳
句
革
新
」
と
称
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
。

　
　
　
近
世
末
以
降
の
旧
派
の
弊
風
を
打
破
し
、
明
治
新
時
代
の
写
実
説
を
深

　
　
め
て
、
俳
句
革
新
・
短
歌
革
新
・
写
生
文
の
提
唱
に
写
生
の
平
淡
味
を
実

　
　
践
し
、
近
代
短
詩
型
文
学
革
新
の
偉
業
を
達
成
し
た
。
（
『
俳
文
学
大
辞

　
　
典
』
〔
角
川
書
店
、
平
成
７
・
1
0
・
2
7
〕
、
「
正
岡
子
規
」
項
。
和
田
茂
樹

　
　
執
筆
）

　
「
近
世
末
以
降
の
旧
派
の
弊
風
を
打
破
し
」
、
新
時
代
の
俳
匈
観
を
提
示
し
だ

の
が
「
俳
句
革
新
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
子
規
達
が
「
旧
派
」
（
宗

匠
株
を
有
し
、
江
戸
後
期
以
来
の
俳
句
観
を
遵
守
す
る
俳
人
達
の
総
牡
）
を
い

か
に
「
打
破
」
し
た
か
は
、
次
の
よ
う
な
俳
論
を
例
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多

五
四

青
　
　
木
　
　
亮
　
　
人

い
。

　
　
　
俳
句
に
つ
き
て
陳
腐
と
新
奇
と
を
知
る
は
尤
も
必
要
な
り
。
（
子
規

　
　
「
俳
諧
大
要
」
、
「
日
本
新
聞
」
明
治
2
8
・
1
2
・
2
3
）

　
俳
句
に
は
「
陳
腐
／
新
奇
」
の
二
種
が
あ
り
、
句
作
の
際
に
は
そ
の
差
異
を

知
る
こ
と
が
重
要
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
子
規
論
を
参
照
し
つ
つ
、

「
陳
腐
」
は
「
旧
派
」
の
句
群
、
ま
た
「
新
奇
」
は
子
規
達
の
句
群
と
見
な
し
、

「
俳
句
革
新
」
と
は
「
陳
腐
」
な
作
品
を
詠
み
続
け
る
「
旧
派
」
を
打
破
し
、

近
代
俳
句
に
ふ
さ
わ
し
い
「
新
奇
」
な
作
品
を
求
め
た
運
動
と
定
義
さ
れ
て
き

②だ
。

　
こ
の
図
式
、
す
な
わ
ち
「
陳
腐
＝
旧
派
の
弊
風
／
新
奇
＝
子
規
達
の
俳
句
革

新
」
と
ま
と
め
た
先
学
を
参
考
に
し
つ
つ
、
考
察
を
一
歩
進
め
て
み
よ
う
。
子

規
が
「
陳
腐
／
新
奇
」
と
判
断
し
た
作
品
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
。



　
た
と
え
ば
、
子
規
派
初
の
大
規
模
な
選
集
『
新
俳
句
』
（
民
友
社
、
明
治

3
1
・
３
）
は
ど
の
点
が
「
新
奇
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
子
規
選
に
近
く
、
ま
た

「
新
」
と
銘
打
っ
た
こ
の
選
集
は
「
旧
派
」
と
異
質
の
「
新
奇
」
な
句
群
を
収

録
し
た
は
ず
で
あ
悦
、
加
え
て
子
規
自
身
が
序
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
選
集

で
あ
っ
た
。

　
　
　
明
治
の
俳
句
と
い
ふ
、
或
は
明
治
年
間
の
俳
句
を
尽
く
含
む
と
な
す
者

　
　
も
あ
ら
ん
。
さ
れ
ど
余
の
い
わ
ゆ
る
明
治
の
俳
句
は
か
の
俗
宗
匠
輩
、
月

　
　
並
者
流
の
製
作
を
含
ま
ず
。
蓋
し
彼
等
の
製
作
の
拙
な
る
を
以
て
の
故
に

　
　
此
を
斥
く
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
彼
等
は
不
当
の
点
を
附
し
て
糊
口
の
助
と

　
　
な
す
の
目
的
を
以
て
之
を
作
り
、
景
物
懸
賞
品
を
得
る
た
め
の
器
用
と
し

　
　
て
之
を
用
う
る
者
、
其
目
的
已
に
文
学
以
外
に
在
り
。
文
学
以
外
に
在
る

　
　
者
、
固
よ
り
俳
句
と
称
す
べ
く
も
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
（
略
）
明
治
の
俳

　
　
句
が
如
何
に
そ
の
特
色
を
現
し
来
る
か
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
試
み
に

　
　
『
新
俳
句
』
を
読
め
。
（
『
子
規
全
集
』
1
6
巻
〔
講
談
社
、
昭
和
5
0
・
８
・

　
　
1
8
〕
、
2
3
8
～
2
3
9
頁
）

　
「
文
学
」
と
し
て
の
「
明
治
の
俳
句
」
は
「
俗
宗
匠
輩
、
月
並
者
流
の
製
作
」

を
除
く
作
品
－
つ
ま
り
子
規
達
の
句
群

に
求
め
よ
、
と
い
う
。
な
ぜ
な

　
こ
の
「
文
学
以
外
／
文
学
」
の
区
別
は
、
作
品
上
で
は
「
陳
腐
／
新
奇
」
の

差
異
に
置
き
か
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
子
規
達
の
『
新

俳
句
』
に
は
「
月
並
者
流
」
の
句
群
と
対
照
的
な
「
新
奇
」
な
作
品
が
多
々
収

録
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
句
で
、
ま
た

子
規
達
は
何
を
も
っ
て
「
陳
腐
／
新
奇
」
と
判
断
し
た
の
か
。

　
こ
の
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
、
「
月
並
者
流
」
の
作
品
と
『
新
俳
句
』
所
収

句
を
比
較
す
る
こ
と
で
「
陳
腐
／
新
奇
」
の
あ
り
方
を
考
察
し
て
み
た
い
。
本

稿
は
子
規
達
が
論
者
と
し
て
主
張
し
た
「
俳
句
革
新
」
を
問
う
の
で
は
な
く
、

彼
ら
が
実
作
者
と
し
て
い
か
に
「
俳
句
革
新
」
を
実
践
し
た
か
を
検
証
す
る
試

論
で
あ
い
。

Ｔ
。
月
並
句
／
新
俳
句
の
差
異

　
作
品
に
お
け
る
「
陳
腐
／
新
奇
」
の
区
別
を
、
子
規
自
身
は
ど
の
よ
う
に
把

え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
俳
句
問
答
」
（
「
日
本
新
聞
」
明
治
2
9
・
５
・
２
～
同

年
９
・
1
3
）
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
問
　
新
俳
句
と
月
並
俳
句
と
は
句
作
に
差
異
あ
る
も
の
と
考
へ
ら
る
。
果

　
　
　
し
て
差
異
あ
ら
ば
、
新
俳
句
は
如
何
な
る
点
を
主
眼
と
し
、
月
並
句
は

　
　
　
如
何
な
る
点
を
主
眼
と
し
て
句
作
す
る
も
の
な
り
や
。

　
　
答
　
新
俳
句
と
は
新
派
俳
句
の
事
を
謂
ふ
か
。
新
派
に
も
種
々
あ
る
べ
く
、

　
　
　
我
尽
く
之
を
知
ら
ず
。
も
し
我
俳
句
に
つ
き
て
言
は
ん
か
。
（
略
）
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五

ら
、
「
月
並
者
流
」
は
「
製
作
」
が
「
拙
」
で
、
か
つ
「
景
物
懸
賞
品
を
得
る

た
め
の
器
用
と
し
て
」
句
を
ひ
ね
る
た
め
「
文
学
」
に
値
し
な
い
が
、
一
方
の

子
規
達
は
「
文
学
」
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
窓
の
灯
、
雪
を
溶
か
さ
ず

｜



　
　
　
　
　
窓
の
灯
、
雪
を
溶
か
さ
ず

　
　
　
二
、
我
は
意
匠
の
陳
腐
な
る
を
嫌
へ
ど
も
、
彼
（
＝
月
並
句
、
引
用
者

　
　
　
注
）
は
意
匠
の
陳
腐
を
嫌
ふ
こ
と
我
よ
り
も
少
し
、
む
し
ろ
彼
は
陳
腐

　
　
　
を
好
み
、
新
奇
を
嫌
ふ
傾
向
あ
り
。
例
へ
ば
『
黄
鳥
の
初
音
や
老
の
耳

　
　
　
果
報
　
蓬
宇
』
の
如
き
誰
が
聞
き
て
も
陳
腐
な
る
べ
き
を
、
こ
の
老
俳

　
　
　
諧
師
は
今
更
の
や
う
に
作
れ
り
。
こ
の
句
の
如
き
、
必
ず
し
も
類
句
を

　
　
　
挙
げ
て
而
し
て
後
始
め
て
そ
の
陳
腐
を
知
る
者
に
あ
ら
ざ
れ
ど
、
念
の

　
　
　
た
め
に
古
人
の
類
句
を
示
さ
ん
に
、

　
　
　
　
鶯
の
耳
に
順
に
今
年
か
な
　
　
紹
巴

　
　
　
　
鶯
や
耳
こ
れ
を
得
て
今
朝
の
春
　
　
　
昌
　
察

　
　
　
　
鶯
や
耳
の
果
報
を
数
ふ
年
　
　
梅
室

　
　
　
　
　
　
六
十
の
春

　
　
　
　
鶯
に
耳
面
白
き
今
年
か
な
　
　
乙
　
由

　
　
の
如
き
あ
り
。
殊
に
梅
室
の
句
は
最
も
相
類
似
せ
る
を
見
る
。
（
「
日
本
新

　
　
聞
」
明
治
2
9
・
７
・
2
7
）

　
子
規
達
と
「
月
並
句
」
（
常
識
と
類
型
に
沿
っ
た
凡
作
と
い
う
意
味
で
、
子

規
達
が
批
判
的
に
使
用
し
た
）
の
差
異
を
、
問
答
形
式
で
表
明
し
た
一
節
で
あ

る
。
論
に
よ
る
と
、
子
規
達
は
「
意
匠
の
陳
腐
」
を
嫌
う
が
「
月
並
句
」
は

「
陳
腐
を
好
み
、
新
奇
を
嫌
ふ
傾
向
」
が
あ
り
、
一
例
が
蓬
宇
（
江
戸
後
期
～

明
治
期
の
宗
匠
）
句
で
あ
る
と
い
う
。
句
は
、
幾
霜
も
の
時
を
経
て
「
耳
順
」

（
論
語
）
た
ろ
う
と
す
る
「
老
」
の
身
が
、
春
に
ま
さ
に
「
黄
鳥
の
初
音
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

聴
き
え
た
喜
び
を
「
耳
果
報
」
と
詠
ん
だ
が
、
そ
れ
は
紹
巴
（
戦
国
時
代
の
連

歌
師
）
、
昌
察
（
江
戸
期
の
連
歌
師
）
、
乙
由
（
元
禄
上
冗
文
期
の
俳
人
）
、
梅

室
（
江
戸
後
期
の
俳
人
）
等
の
「
古
人
」
が
詠
ん
だ
趣
向
に
沿
っ
た
句
作
で
あ

り
、
そ
の
た
め
「
陳
腐
」
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
論
で
、
子
規
は
蓬
宇
句
の
み
扱
わ
ず
従
来
の
「
類
句
」
と
比
較
し
て

「
陳
腐
」
と
判
断
し
た
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
月
並
・
陳
腐
」
は

比
較
上
の
問
題
で
、
句
の
良
し
悪
し
は
「
類
句
」
量
で
変
化
す
る
の
で
あ
り
、

単
純
に
い
え
ば
「
類
句
」
の
多
い
場
合
は
「
陳
腐
」
、
逆
に
「
類
句
」
が
少
な

け
れ
ば
「
新
俳
句
」
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
子
規
の
論
旨
は
蓬
宇
の
よ
う
な
作
品
を
「
陳
腐
」
と
見
な
す
一
方
、

『
新
俳
句
』
に
は
「
類
句
」
の
稀
な
句
が
収
録
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
は
い

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
実
際
を
、
『
新
俳
句
』
に
お
け
る
「
鵜
」
（
夏
の
季

題
）
句
を
例
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

Ｈ
。
罪
深
き
鵜
飼
／
鵜
の
だ
け
り

　
①
等
火
の
鵜
縄
に
光
る
雫
か
な
　
月
我

　
②
羽
だ
さ
さ
や
縄
に
釣
ら
れ
し
鵜
の
だ
け
り
　
　
碧
梧
桐

　
③
暁
や
鵜
龍
に
眠
る
鵜
の
つ
か
れ
　
子
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
夏
雑
之
部
「
鵜
」
項
）

「
鵜
飼
」
と
は
、
月
の
さ
さ
な
い
夜
に
鵜
飼
が
小
舟
に
乗
り
、
首
結
い
し
た



鵜
を
川
に
放
ち
、
舶
先
に
等
火
を
焚
い
て
そ
の
光
に
集
う
鮎
を
捕
る
漁
法
を
指

す
（
図
１
）
。
「
鵜
飼
」
は
鵜
が
魚
を
呑
み
こ
む
や
、
否
や
首
結
い
し
た
縄
で
舟

に
た
ぐ
り
よ
せ
、
舟
ば
た
で
鵜
に
吐
き
出
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
鵜
飼
」
を
、
子
規
達
は
次
の
よ
う
に
捉
え
た
。
闇
夜
の
等
火
は
舟
や

鵜
飼
の
顔
、
川
面
の
鵜
の
み
な
ら
ず
鵜
縄
か
ら
滴
る
雫
も
照
ら
し
（
①
）
、
あ

る
い
は
川
面
か
ら
顔
を
上
げ
た
鵜
が
鮎
を
呑
み
こ
も
う
と
し
た
瞬
間
、
鵜
縄
で

手
繰
ら
れ
舟
ば
た
に
「
釣
ら
れ
」
だ
た
め
「
羽
だ
こ
さ
」
を
し
て
猛
る
鵜
が
い

れ
ば
（
②
）
、
深
夜
か
ら
夜
明
け
ま
で
働
か
さ
れ
、
「
暁
」
に
は
「
つ
か
れ
」
て

「
鵜
龍
に
眠
る
」
鵜
も
い
る
の
で
あ
っ
た
（
③
）
。

　
こ
れ
ら
の
句
に
対
し
、
俳
諧
宗
匠
達
の
俳
誌
・
俳
書
の
「
鵜
飼
」
句
は
次
の

通
り
・
で
あ
る
。

　
　
①
幾
筋
も
罪
た
く
り
こ
む
鵜
縄
か
な
　
　
（
無
署
名
）

　
　
　
（
『
俳
諧
十
万
集
』
夏
部
〔
積
善
館
、
明
一
治
2
9
・
1
0
・
汽
大
阪
〕
、
7
5
頁
）

　
　
⑤
月
の
出
て
罪
を
照
り
消
す
鵜
川
哉
　
芦
　
玉

　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
鴨
東
新
誌
」
8
6
号
〔
明
治
2
5
・
1
2
、
京
都
〕
、
1
0
ウ
）

　
　
⑥
お
の
が
世
と
船
に
飯
く
ふ
鵜
飼
哉
　
松
　
江

　
　
　
⊇
一
森
松
江
『
冥
々
集
』
〔
明
倫
社
、
明
治
3
0
・
８
・
1
9
、
東
京
〕
、
3
5
頁
）

　
　
⑦
鵜
遣
や
罪
な
事
と
は
知
り
な
か
ら
　
　
晴
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
一
日
集
」
4
0
編
〔
明
治
2
5
・
７
、
東
京
〕
、
4
7
頁
）

　
　
⑧
鵜
つ
か
ひ
も
心
は
鬼
て
な
が
り
亮
　
北
　
銭

　
　
　
　
　
窓
の
灯
、
雪
を
溶
か
さ
ず

　
　
　
（
『
明
治
新
撰
俳
諧
一
万
集
≒
博
文
館
、
明
治
2
4
・
リ
1
7
、
東
京
』
、
ｍ
頁
）

　
　
⑤
鵜
匠
さ
へ
袖
に
涙
の
燈
龍
か
な
　
兎
月

　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
鴨
東
新
誌
」
9
6
号
〔
明
治
2
6
・
1
0
、
京
都
〕
、
８
オ
）

　
こ
れ
ら
の
俳
誌
等
に
お
い
て
、
「
鵜
飼
」
は
鵜
に
魚
を
吐
き
出
さ
せ
、
そ
し

て
殺
生
を
生
業
と
す
る
「
罪
」
深
い
も
の
と
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
④
は
そ

の
典
型
で
、
鵜
の
首
に
結
わ
え
た
「
鵜
縄
」
を
た
ぐ
る
鵜
飼
は
「
罪
（
を
）
た

ぐ
り
こ
む
」
よ
う
な
も
の
、
と
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鵜
漁
は
闇
夜
に
行

う
の
が
通
例
で
、
月
の
明
る
い
夜
は
鵜
舟
を
出
さ
な
い
た
め
、
真
如
の
月
が

「
鵜
川
」
を
照
ら
せ
ば
「
鵜
飼
」
の
「
罪
を
照
り
消
す
」
こ
と
と
な
る
の
で
あ
っ

た
（
⑤
）
。
そ
し
て
、
「
お
の
が
世
」
と
の
み
考
え
る
「
鵜
飼
」
は
、
鵜
に
魚
を

吐
き
出
さ
せ
つ
つ
自
身
が
「
船
で
飯
く
ふ
」
こ
と
に
痛
岸
を
感
じ
な
い
稼
業
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
し
れ
ぬ
が
（
⑥
）
、
「
罪
な
事

鵜飼図１

と
は
知
り
な
か
ら
」
生
業
に
就

い
て
い
る
や
も
し
れ
ず
（
⑦
）
、

そ
の
「
心
は
鬼
で
」
は
な
い
と

い
え
る
（
⑧
）
。
そ
の
た
め
か
、

「
鵜
匠
」
も
盆
の
「
燈
龍
」
を

見
れ
ば
涙
を
禁
じ
え
な
い
の
で

あ
っ
た
（
⑨
）
。

　
こ
の
「
鵜
飼
・
鵜
遣
」
像
は
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窓
の
灯
、
雪
を
溶
か
さ
ず

明
治
期
に
出
現
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
江
戸
期
よ
り
謡
曲
「
鵜
飼
」
や
芭
蕉
句

で
す
で
に
流
布
し
て
い
た
。
特
に
芭
蕉
句
は
、
明
治
期
の
類
題
集
に
も
多
々
採

録
さ
れ
た
著
名
句
で
あ
る
。

　
　
お
も
し
ろ
ふ
て
や
が
て
悲
し
き
鵜
舟
哉
　
　
翁

　
　
鵜
の
つ
ら
へ
等
か
ゝ
る
ぞ
哀
な
る
　
荷
号

　
　
首
立
て
鵜
の
逆
の
ぼ
る
早
瀬
か
な
　
浪
化

　
　
か
ゝ
り
火
に
見
れ
ば
知
り
た
る
鵜
匠
か
な
　
　
落
　
梧

　
　
憎
て
い
な
顔
も
見
へ
け
り
鵜
の
か
ゝ
り
　
桃
　
居

　
　
　
（
『
発
句
古
人
五
百
題
』
〔
聚
栄
堂
、
明
治
3
1
・
６
・
尺
東
京
〕
、
6
8
～
6
9
頁
）

　
芭
蕉
句
は
謡
曲
「
鵜
飼
」
を
踏
ま
え
た
趣
向
で
、
す
な
わ
ち
「
底
に
も
見
ゆ

る
等
火
に
、
驚
く
魚
を
追
ひ
ま
は
し
、
か
づ
き
上
げ
、
す
く
ひ
上
げ
、
隙
な
く

魚
を
食
ふ
時
は
、
罪
も
報
も
後
の
世
も
、
忘
れ
は
て
ゝ
お
も
し
ろ
や
。
（
略
）

不
思
議
や
な
等
火
の
、
燃
え
て
も
影
の
暗
く
な
る
は
、
思
ひ
出
で
た
り
、
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

り
、
あ
る
い
は
次
の
よ
う
な
句
も
少
数
で
あ
っ
た
。

　
　
⑩
一
つ
消
え
二
つ
消
え
亮
鵜
の
等
　
　
米
　
甫

　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
明
倫
雑
誌
」
1
7
5
号
〔
明
治
3
0
・
７
、
東
京
〕
、
1
2
頁
）

　
　
⑨
鵜
遣
や
顔
に
等
の
色
め
き
て
　
　
紫
　
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
柳
桜
吟
集
」
１
編
〔
明
治
3
1
・
７
、
福
岡
〕
、
９
頁
）

　
明
け
方
近
く
か
、
川
の
あ
ち
こ
ち
で
燃
え
盛
る
「
鵜
の
等
」
も
「
一
つ
消
え

二
つ
消
え
」
、
漁
は
終
わ
り
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
（
⑩
）
、
あ
る
い
は
等
火

が
「
鵜
遣
」
の
顔
に
照
り
映
え
、
そ
れ
が
「
色
め
き
て
」
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ

る
（
③
）
。
⑨
は
江
戸
期
の
落
梧
、
桃
居
句
に
近
く
（
前
掲
『
発
句
古
人
五
百

題
』
）
、
ま
た
⑩
は
『
新
俳
句
』
に
収
録
さ
れ
て
も
違
和
感
が
な
い
と
い
え
る
が
、

宗
匠
達
の
俳
誌
等
に
こ
の
よ
う
な
句
は
例
外
的
で
、
多
く
は
④
～
⑨
と
同
趣
向

で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
「
類
句
」
（
④
～
⑤
）
と
『
新
俳
句
』
所
収
句
（
①
～
③
）
を
比
較

な
り
ぬ
る
悲
し
さ
牡
」
に
お
け
る
「
悲
し
さ
」
は
、
月
夜
と
な
っ
た
た
め
漁
が
　
　
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
子
規
達
に
は
「
鵜
飼
＝
罪
」
と
い
う
感
覚
が
な
づ
。
ま

終
わ
る
こ
と
を
意
味
し
た
が
、
芭
蕉
は
そ
れ
に
「
歓
楽
極
ま
り
て
哀
情
多
し
」

（
秋
風
辞
）
を
重
ね
た
の
で
あ
（
。

　
明
治
期
の
「
類
句
」
（
①
～
⑨
）
は
、
こ
の
よ
う
な
芭
蕉
句
の
趣
向
に
着
目

し
た
と
い
う
よ
り
ご
屈
曲
「
鵜
飼
」
の
世
界
や
詞
章
自
体
を
な
ぞ
っ
た
句
作
と

い
え
る
。
ま
た
、
『
発
句
古
人
五
百
題
』
は
芭
蕉
句
以
外
に
も
古
句
を
挙
げ
る

が
、
宗
匠
達
の
俳
誌
等
に
荷
号
・
浪
化
句
等
に
趣
向
を
借
り
た
句
は
稀
少
で
あ

た
、
彼
ら
は
描
写
が
具
体
的
で
、
「
鵜
縄
」
の
「
雫
」
（
①
）
、
鵜
の
「
羽
だ
ゝ

き
」
（
②
）
、
「
鵜
寵
」
（
③
）
等
は
宗
匠
達
の
俳
誌
等
に
ほ
ぼ
見
当
た
ら
な
い
把

握
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
時
代
作
品
の
多
く
が
芭
蕉
句
や
謡
曲
「
鵜
飼
」
等

の
「
鵜
飼
＝
罪
・
悲
し
き
」
と
い
う
世
界
観
に
沿
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
『
新

俳
句
』
所
収
句
は
そ
の
世
界
に
あ
え
て
触
れ
ず
、
「
鵜
飼
」
の
具
体
的
か
つ
微

細
な
描
写
に
撤
し
た
点
に
新
鮮
さ
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
他
。



　
子
規
達
の
①
～
③
を
さ
ら
に
検
討
す
る
と
、
碧
梧
桐
句
（
②
）
は
江
戸
期
俳

句
や
同
時
代
俳
誌
等
に
類
例
が
見
当
た
ら
ず
、
特
に
斬
新
な
句
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
ま
た
、
月
我
句
（
①
）
と
子
規
句
（
③
）
は
「
類
句
」
と
相
似
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
外
れ
る
新
し
み
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
①
の
月
我
句
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
『
俳
諧
発
句
自
在
』
（
聚
栄
堂
、
明
治

2
7
・
２
・
1
0
、
東
京
）
「
鵜
」
項
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
（
口
　
や
が
て
身
に
　
憎
て
い
な
　
等
火
に
　
首
立
て
ゝ

　
　
つ
こ
　
顔
も
見
へ
け
り
　
白
髪
も
見
へ
つ
　
見
れ
ば
知
り
た
る
　
か
ゝ
る

　
　
　
　
鵜
縄
の

　
　
⊇
一
）
　
鵜
の
等
　
雫
か
な
　
鵜
匠
哉
　
哀
れ
な
り
　
（
9
8
頁
）

　
季
語
ご
と
に
五
・
七
・
五
の
各
部
分
の
措
辞
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
を
組
み
合

わ
せ
て
丁
句
に
仕
立
て
る
こ
と
を
例
示
し
た
俳
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
言
を

組
み
合
わ
せ
る
と
①
の
類
似
句
が
作
成
可
能
で
あ
り
、
次
に
掲
げ
て
み
よ
う
。

　
　
訃
等
火
に
か
ゝ
る
鵜
縄
の
雫
か
な
　
　
（
『
俳
諧
発
句
自
在
』
）

　
　
①
等
火
の
鵜
縄
に
光
る
雫
か
な
　
　
月
　
我

　
⑩
の
内
容
は
意
味
を
な
さ
な
い
が
、
「
報
火
・
鵜
縄
・
雫
か
な
」
の
語
順
は

①
と
同
様
で
あ
る
。
『
俳
諧
発
句
自
在
』
の
例
示
し
た
各
措
辞
を
「
類
句
」
の

一
基
準
と
す
れ
ば
、
①
の
新
鮮
さ
は
鵜
縄
の
雫
に
注
目
し
た
点
で
は
な
く
、
等

火
に
照
ら
さ
れ
た
雫
の
光
を
発
見
し
、
か
つ
「
等
火
の
鵜
縄
に
光
る
雫
か
な
」

と
詠
ん
だ
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
窓
の
灯
、
雪
を
溶
か
さ
ず

　
ま
た
、
③
の
子
規
句
は
江
戸
期
に
「
類
句
」
が
存
在
す
る
。
季
語
ご
と
に
例

句
を
列
挙
し
た
『
俳
諧
自
在
』
（
晋
永
機
編
、
博
文
館
、
明
治
3
2
・
８
・
７
、

東
京
）
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
有
明
や
縄
に
か
ら
ま
る
鵜
の
労
れ
　
　
大
　
梅
　
（
4
8
6
頁
）

　
　
③
暁
や
鵜
龍
に
眠
る
鵜
の
つ
か
れ
　
　
子
　
規

　
夜
中
か
ら
魚
を
捕
ら
え
る
鵜
は
有
明
頃
に
「
労
れ
」
、
鵜
縄
に
「
か
ら
ま
る
」

と
い
う
句
で
あ
る
（
大
梅
は
江
戸
後
期
俳
人
）
。
子
規
は
こ
の
大
梅
句
を
踏
ま

え
、
「
有
明
」
頃
ま
で
働
か
さ
れ
た
鵜
も
、
「
暁
」
に
は
漁
か
ら
解
放
さ
れ
て

「
鵜
龍
」
に
入
り
、
「
つ
か
れ
」
で
眠
っ
て
い
る
と
詠
ん
だ
の
で
は
な
い
加
。

　
大
梅
句
を
踏
ま
え
て
子
規
句
を
解
釈
す
る
と
、
句
の
眼
目
は
「
有
明
」
か
ら

「
暁
」
に
時
を
進
め
、
そ
し
て
「
縄
に
か
ら
ま
る
」
鵜
で
は
な
く
「
鵜
龍
」
に

眠
る
鵜
を
詠
ん
だ
点
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
同
時
に
、
同
時
代
の
他
俳
誌

等
の
「
鵜
」
句
と
比
較
し
た
時
、
作
者
の
意
図
と
は
別
に
「
鵜
龍
に
眠
る
鵜
の

労
れ
」
と
い
う
趣
向
、
ま
た
措
辞
自
体
に
新
鮮
さ
が
存
在
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
新
俳
句
』
所
収
句
と
宗
匠
達
の
俳
誌
等
の
句
群
を
比
較
し

た
時
、
『
新
俳
句
』
は
各
句
の
新
し
み
の
位
相
が
異
な
る
と
し
て
も
、
宗
匠
達

の
俳
誌
等
と
異
質
の
世
界
・
趣
向
を
有
す
る
点
で
共
通
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
偶
然
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
、
「
元
日
」
（
新
年
の
季
題
）

句
で
再
検
討
し
て
み
よ
う
。

五
九



窓
の
灯
、
雪
を
溶
か
さ
ず

　
Ⅲ
．
元
日
の
心
／
新
聞

　
「
元
日
」
は
一
年
の
初
め
で
、
清
新
な
気
に
あ
ふ
れ
た
▽
日
で
あ
り
、
宗
匠

達
の
俳
誌
等
で
多
数
を
占
め
る
の
は
そ
の
よ
う
な
「
元
日
」
句
で
あ
る
。

　
　
①
冗
日
や
昨
日
に
変
る
起
き
心
　
　
一
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
明
治
新
撰
俳
諧
一
万
集
〔
前
掲
、
東
京
〕
、
1
5
2
頁
）

　
　
②
冗
日
や
ひ
ろ
く
と
せ
し
朝
心
　
梧
堂

　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
明
倫
雑
誌
」
1
5
7
号
〔
明
治
2
8
・
1
0
、
東
京
〕
、
1
0
頁
）

　
　
⑤
冗
日
や
ゆ
き
よ
り
し
ろ
き
人
こ
ゝ
ろ
　
　
一
　
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
新
誌
」
４
号
〔
明
治
2
5
・
２
、
金
沢
〕
、
５
頁
）

　
　
①
冗
日
や
誠
の
そ
ら
と
な
る
こ
ゝ
ろ
　
　
機
　
外

　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
芭
蕉
露
」
１
号
（
明
治
2
6
・
１
、
山
亘
、
2
1
頁
）

　
　
⑤
冗
日
の
心
を
大
和
心
か
な
　
琴
哺

　
　
　
　
　
（
「
筑
紫
俳
諧
清
風
草
紙
」
回
万
〔
明
治
3
3
・
２
、
福
岡
〕
、
1
8
頁
）

　
　
⑥
冗
日
や
老
の
言
葉
も
新
し
き
　
（
無
署
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
風
雅
乃
栞
」
８
回
〔
明
治
2
6
・
３
、
大
阪
〕
、
2
2
1
頁
）

　
年
始
初
め
の
朝
は
昨
年
大
み
そ
か
ま
で
の
起
き
方
で
は
な
く
、
気
持
ち
も
新

た
に
早
起
き
す
る
も
の
で
あ
る
（
①
）
。
清
々
し
さ
と
と
も
に
家
を
見
渡
せ
ば
、

前
日
ま
で
の
大
掃
除
で
塵
一
つ
な
く
、
調
度
も
整
い
、
部
屋
に
は
初
日
が
射
し

こ
み
、
ま
さ
に
「
ひ
ろ
く
と
」
し
た
気
分
で
あ
っ
た
（
②
）
。
人
々
の
「
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

よ
っ
」
は
い
ま
だ
何
物
に
も
汚
れ
ず
、
い
わ
ば
「
ゆ
き
よ
り
し
ろ
き
」
色
の
よ

う
で
あ
り
（
③
）
、
そ
れ
は
晴
れ
あ
が
っ
た
初
空
の
よ
う
に
無
心
に
爽
や
か
で

あ
る
（
④
）
。
こ
の
「
元
日
の
心
」
こ
そ
本
居
宣
長
が
「
敷
島
の
大
和
心
を
人

問
は
ば
朝
日
に
匂
ふ
山
桜
花
」
と
謳
っ
た
「
大
和
心
」
に
通
じ
（
③
）
、
あ
る

い
は
年
老
い
た
者
の
口
上
も
「
新
し
き
」
も
の
と
す
る
の
で
あ
っ
た
（
⑥
）
。

　
そ
し
て
、
「
元
日
」
は
一
年
の
平
安
を
想
わ
せ
る
穏
や
か
な
一
日
と
し
て
も

詠
ま
れ
た
。

　
　
①
万
日
や
雪
も
静
か
に
雲
井
よ
り
　
　
ひ
ろ
し

　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
鴨
東
新
誌
」
1
4
8
号
〔
明
治
3
1
・
２
、
京
都
〕
、
９
オ
）

　
　
⑥
万
日
や
浪
た
ひ
ら
か
な
四
方
の
海
　
　
圃
　
柳

　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
明
倫
雑
誌
」
1
5
0
号
〔
明
治
2
7
・
１
、
東
京
〕
、
亘
貝
）

　
　
②
万
日
や
み
ね
を
さ
だ
む
る
ひ
が
し
山
　
　
蒼
　
軋

　
　
　
　
（
『
発
句
作
法
案
内
』
〔
積
善
館
、
明
治
2
9
・
1
0
・
１
、
大
阪
〕
、
8
1
頁
）

　
「
元
日
」
は
雪
す
ら
「
静
か
に
」
舞
い
落
ち
（
⑦
）
、
日
本
の
「
四
方
の
海
」

の
「
浪
」
は
あ
く
ま
で
「
た
ひ
ら
か
」
で
あ
り
（
⑧
）
、
初
日
は
京
都
東
山
の

「
み
ね
を
」
定
め
て
年
の
始
め
を
告
げ
る
の
で
あ
る
（
⑨
）
。

　
一
方
、
「
元
日
」
は
年
始
の
挨
拶
な
ど
で
多
忙
な
日
で
も
あ
っ
た
。

　
　
⑩
九
日
や
出
る
い
と
ま
な
く
人
の
来
　
　
き
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
明
倫
雑
誌
」
1
5
1
号
、
明
治
2
7
・
３
、
東
京
〕
、
1
2
頁
）

　
　
⑥
万
日
や
鸚
鵡
返
し
の
例
言
葉
　
（
無
署
名
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
俳
諧
十
万
集
』
春
部
〔
前
掲
、
大
阪
〕
、
６
頁
）

　
初
詣
や
挨
拶
な
ど
に
出
向
き
た
い
が
、
「
い
と
ま
」
も
な
い
ほ
ど
来
訪
者
が

多
い
（
⑩
）
。
交
わ
す
挨
拶
と
い
え
ば
、
型
通
り
の
「
例
言
葉
」
を
「
鸚
鵡
返

し
」
に
交
わ
し
あ
う
の
で
あ
る
（
⑨
）
。

　
こ
の
他
に
も
、
「
元
日
」
に
お
け
る
人
々
の
あ
り
よ
う
は
多
様
で
あ
る
。

　
　
⑩
冗
日
の
こ
ゝ
ろ
古
郷
へ
通
ひ
け
り
　
　
よ
し
を

　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
矯
風
雑
誌
」
７
号
〔
明
治
2
3
・
１
、
東
京
〕
、
2
1
頁
）

　
　
⑩
や
っ
と
来
た
元
日
眠
し
気
の
ゆ
る
み
　
　
里
　
旭

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
豊
川
集
」
１
編
〔
明
治
2
3
・
1
0
、
新
潟
〕
、
１
頁
）

　
　
⑩
冗
日
も
餌
に
い
そ
が
し
き
鷹
匠
哉
　
芳
　
泉

　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
友
雅
新
報
」
6
5
号
〔
明
治
1
5
・
６
、
東
京
〕
、
６
ウ
）

　
せ
わ
し
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
「
元
日
」
を
迎
え
、
一
息
っ
け
ば
離
れ
て
久

し
い
「
古
郷
」
を
想
い
（
⑩
）
、
あ
る
い
は
慌
た
だ
し
い
大
晦
日
ま
で
は
気
が

張
り
っ
め
て
い
た
が
、
「
や
っ
と
来
た
元
日
」
は
気
の
緩
み
で
眠
気
が
さ
す

（
⑩
）
。
そ
し
て
⑩
は
、
初
夢
の
縁
起
物
に
「
一
富
士
二
鷹
三
茄
子
」
と
挙
げ
ら

れ
た
た
め
、
「
鷹
匠
」
は
「
元
日
も
」
鷹
の
世
話
に
忙
し
い
は
ず
…
と
興
じ
た

の
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
れ
ら
宗
匠
達
の
俳
誌
等
の
「
元
日
」
に
対
し
、
『
新
俳
句
』
で
は

ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
た
の
か
。

　
　
⑩
冗
日
や
寺
に
は
い
れ
ば
物
淋
し
　
碧
梧
桐

　
　
　
　
　
窓
の
灯
、
雪
を
溶
か
さ
ず

　
　
⑩
九
日
や
な
げ
し
に
古
き
桑
の
弧
　
古
学

　
　
⑥
九
日
の
日
の
旗
見
ゆ
る
小
村
か
な
　
　
愚
　
哉

　
　
⑩
九
日
の
新
聞
多
き
机
か
な
　
把
栗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
年
之
部
「
元
日
」
項
）

　
「
元
日
」
に
あ
え
て
神
社
で
な
く
「
寺
に
は
い
れ
ば
」
閑
散
と
し
て
お
り

（
⑩
）
、
あ
る
い
は
そ
の
昔
に
「
桑
弓
蓬
矢
」
（
男
子
誕
生
の
折
、
厄
除
け
の
た

め
桑
の
弓
で
四
方
に
蓬
の
矢
を
放
ち
、
世
に
立
つ
男
と
な
る
こ
と
を
祈
願
し
た
。

中
国
の
故
事
）
で
使
用
し
た
「
桑
の
弧
」
が
、
長
押
に
他
の
雑
多
な
物
と
と
も

に
古
び
た
ま
ま
入
っ
て
い
た
（
⑩
）
。
⑤
は
文
明
開
化
に
遠
い
と
思
わ
れ
た
鄙

び
た
小
村
が
国
旗
を
掲
揚
し
た
風
景
に
、
ま
た
⑨
は
「
机
」
に
置
か
れ
た
、
平

日
と
異
な
る
「
新
聞
多
き
」
情
景
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
元
日
」
の
情
調
を
見
出
し

て
い
る
。

　
「
元
日
」
に
寺
へ
赴
く
碧
梧
桐
句
、
長
押
に
「
桑
の
弧
」
の
あ
る
古
学
句
、

新
時
代
の
「
日
の
旗
」
「
新
聞
」
に
「
元
日
」
を
感
じ
る
愚
哉
、
把
栗
句
…
…

『
新
俳
句
』
の
情
趣
は
、
「
昨
日
に
変
る
起
き
心
」
（
①
）
や
「
出
る
い
と
ま
な

く
人
の
来
」
（
⑩
）
に
元
旦
の
風
情
を
感
じ
た
宗
匠
達
の
俳
誌
等
と
全
く
異
な

る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
子
規
達
は
、
「
人
こ
ゝ
ろ
」
（
③
）
や
「
鸚
鵡
返
し
の

例
言
葉
」
（
⑥
）
の
あ
り
よ
う
で
は
な
く
、
他
の
同
時
代
作
品
が
目
に
留
め
な

か
っ
た
具
体
的
な
場
所
や
景
物
に
あ
え
て
「
元
日
」
の
風
情
を
見
出
し
た
と
い

っ
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
　
窓
の
灯
、
雪
を
溶
か
さ
ず

　
こ
の
よ
う
に
宗
匠
達
の
俳
誌
等
と
『
新
俳
句
』
を
比
較
し
た
時
、
前
節
の

「
鵜
」
句
同
様
に
「
元
日
」
句
に
も
双
方
に
差
異
が
存
在
し
、
加
え
て
『
新
俳

句
』
に
は
同
時
代
の
俳
誌
等
の
掲
載
句

「
類
句
」
と
称
す
べ
き
句
群

と
似
た
趣
向
が
見
当
た
ら
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
、
子
規
が
「
新
俳
句
／
月
並
句
」
の
区
別
を
述
べ
た
文
を
改
め
て
読

ん
で
み
よ
う
。
「
我
は
意
匠
の
陳
腐
な
る
を
嫌
へ
ど
も
、
（
略
）
彼
は
陳
腐
を
好

み
、
新
奇
を
嫌
ふ
傾
向
あ
り
」
（
前
掲
「
俳
句
問
答
ビ
。
「
意
匠
の
陳
腐
な
る

を
」
避
け
た
の
が
『
新
俳
句
』
と
す
る
と
、
子
規
達
が
「
類
句
」
と
異
な
る
趣

向
や
措
辞
を
使
用
し
た
の
は
む
し
ろ
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
か
。

　
実
際
、
『
新
俳
句
』
に
は
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
よ
う
な
句
群
が
存
在
す
る
。

そ
の
一
例
に
福
田
把
栗
（
⑨
の
作
者
）
の
句
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

Ⅳ
．
雪
の
竹
に
朝
日
／
窓
の
灯

　
　
①
雪
竹
を
雁
す
る
窓
の
灯
か
な
　
把
栗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
冬
下
之
部
、
「
雪
」
項
）

　
雪
が
降
り
・
つ
も
る
竹
は
そ
の
重
み
で
し
な
っ
て
い
る
。
日
が
射
せ
ば
雪
は
溶

け
、
竹
は
元
の
姿
に
戻
る
が
、
日
没
後
の
た
め
雪
は
「
竹
を
圧
す
る
」
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
折
し
も
窓
か
ら
洩
れ
る
灯
り
が
竹
を
照
ら
す
が
、
そ
れ
は
雪
を
溶

か
す
ほ
ど
の
光
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
句
意
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
宗
匠
達
の
俳
誌
等
に
お
い
て
「
雪
・
竹
」
は
ど
の
よ
う
に
詠
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

れ
た
の
か
。
ま
ず
は
雪
の
重
み
で
竹
が
し
な
る
句
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
②
あ
る
丈
の
力
見
せ
け
り
雪
の
竹
　
節
水

　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
明
倫
雑
誌
」
1
5
2
号
〔
明
治
2
7
・
５
、
東
京
〕
、
1
8
頁
）

　
　
③
堪
忍
の
姿
や
雪
に
挑
む
竹
　
と
き
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
明
治
新
撰
俳
諧
一
万
集
』
〔
前
掲
、
東
京
〕
、
7
6
頁
）

　
　
①
堪
忍
の
姿
見
せ
た
り
・
雪
の
竹
　
卯
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
鴨
川
集
」
４
号
（
明
治
2
7
・
1
2
、
山
亘
、
2
3
頁
）

　
　
⑤
堪
忍
の
是
れ
に
も
あ
る
や
雪
の
竹
　
梅
　
年

　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
芭
蕉
の
露
」
１
号
（
明
治
2
6
・
１
、
山
亘
、
1
8
頁
）

　
　
⑥
堪
忍
を
人
に
見
せ
け
り
雪
の
竹
　
三
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
越
路
の
雪
」
４
号
〔
明
治
3
0
・
1
0
、
新
潟
〕
、
1
4
頁
）

　
　
⑦
養
子
す
る
子
に
教
け
り
雪
の
竹
　
（
無
署
名
）

　
　
（
『
俳
諧
十
万
集
』
冬
部
〔
積
善
館
、
明
治
3
0
・
1
2
・
2
8
、
大
阪
〕
、
1
8
1
頁
）

　
当
時
、
「
雪
・
竹
」
句
は
人
に
「
堪
忍
の
姿
」
を
示
す
と
詠
ま
れ
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
雪
の
竹
」
は
「
あ
る
丈
の
力
」
（
②
）
を
尽
く
し
て
雪

の
重
み
に
耐
え
、
そ
れ
は
観
る
者
に
「
堪
忍
の
姿
」
（
③
）
を
彷
彿
と
さ
せ
る

（
③
～
⑥
）
。
そ
の
た
め
「
養
子
」
に
赴
く
子
供
に
そ
の
姿
を
見
せ
、
「
堪
忍
」

の
あ
り
よ
う
を
諭
す
の
で
あ
っ
た
（
⑦
）
。

　
そ
し
て
、
「
堪
忍
」
は
永
遠
に
続
く
の
で
は
な
く
、
「
旭
・
日
」
が
射
す
と

「
雪
」
は
溶
け
、
重
み
が
消
え
さ
る
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

｜

｜



　
　
⑧
折
れ
ぬ
の
も
日
の
恵
み
也
雪
の
竹
　
　
堅
　
久

　
　
　
　
　
　
　
（
「
俳
諧
明
倫
雑
誌
」
5
2
号
〔
明
治
1
8
・
３
、
東
京
〕
、
旦
貝
）

　
　
⑨
雪
に
寝
た
竹
を
旭
の
起
こ
し
け
り
　
蓮
　
斉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
風
雅
の
栞
」
８
回
〔
明
治
2
6
・
３
、
大
阪
〕
、
４
頁
）

　
　
⑩
日
の
恩
や
雪
を
払
ふ
て
起
る
竹
　
谷
水

　
　
　
　
　
　
　
（
「
筑
紫
清
風
草
紙
」
2
7
号
〔
明
治
3
2
・
９
、
福
岡
〕
、
2
7
頁
）

　
朝
を
迎
え
る
と
「
雪
」
は
「
旭
・
日
」
の
光
で
溶
け
、
「
雪
に
寝
た
竹
」

（
⑤
）
は
「
起
る
」
（
⑩
）
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
日
の
恵
み
・
日
の
恩
」
（
⑧

⑩
）
「
旭
の
起
こ
し
け
り
」
（
⑨
）
と
措
辞
を
凝
ら
し
た
点
が
句
の
工
夫
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
同
趣
向
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
「
雪
・
竹
」
句
は
②
～
⑩
の
よ
う
な
趣
向
が
多
数
を

占
め
、
「
類
句
」
と
し
て
定
着
し
て
い
た
と
い
え
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
「
類

句
」
と
①
の
把
栗
句
を
比
較
し
た
時
、
ど
の
点
が
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
把
栗
句
に
お
い
て
、
竹
は
雪
に
圧
せ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
作
者
は
雪
に
た

わ
む
竹
を
「
あ
る
丈
の
力
見
せ
け
り
」
（
②
）
と
思
い
や
る
こ
と
も
な
く
、
ま

た
「
堪
忍
の
姿
」
（
③
）
も
見
出
さ
ず
、
「
雪
（
が
）
竹
を
墜
す
る
」
と
事
実
の

み
言
い
放
し
、
そ
れ
以
上
の
感
慨
を
何
も
語
ら
な
い
。
ま
ず
、
こ
の
点
が
当
時

の
他
の
「
雪
・
竹
」
句
と
異
質
で
あ
る
。

　
ま
た
、
把
栗
句
は
「
窓
の
灯
」
が
竹
を
照
ら
す
点
が
特
徴
的
と
い
え
よ
う
。

通
常
、
竹
を
照
ら
す
の
は
「
日
・
旭
」
の
光
で
あ
り
、
竹
は
「
日
の
恵
み
」

　
　
　
　
　
窓
の
灯
、
雪
を
溶
か
さ
ず

（
⑧
）
で
「
雪
を
払
ふ
て
起
る
」
（
⑩
）
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
把
栗
句
の

「
窓
の
灯
」
は
人
工
の
微
弱
な
光
で
あ
り
、
闇
夜
の
「
竹
」
に
の
し
か
か
る

「
雪
」
を
溶
か
す
こ
と
な
く
、
そ
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
景
色
は
、
同
時
代
の
「
類
句
」
（
②
～
⑩
）
か
ら
す
る
と
奇
妙

で
は
な
い
か
。
「
類
句
」
に
お
い
て
、
「
灯
＝
光
」
は
「
竹
」
か
ら
「
雪
（
＝
堪

忍
）
」
の
重
み
を
取
り
払
い
、
「
雪
竹
を
墜
す
る
」
状
況
に
救
済
を
も
た
ら
す
の

が
定
番
で
あ
っ
た
が
、
把
栗
句
の
「
窓
の
灯
」
は
そ
の
状
況
を
何
ら
解
決
せ
ず
、

た
だ
「
雪
竹
」
を
照
ら
す
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
窓
の
灯
」
の
特
徴
に
、
お
そ
ら
く
作
者
は
自
覚
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
「
窓
の
灯
か
な
」
と
切
字
が
添
え
ら
れ
、
作
者
の
感
興
が
「
窓
の
灯
」
に
注

が
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
作
者
は
「
窓

の
灯
」
に
注
目
し
た
の
か
。

　
先
述
の
よ
う
に
、
「
類
句
」
で
あ
れ
ば
日
光
が
雪
を
溶
か
し
、
竹
は
元
通
り

に
「
起
る
」
（
⑩
）
は
ず
が
、
「
窓
の
灯
」
は
「
雪
竹
を
圧
す
る
」
景
色
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
る
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
窓
の
灯
」
句
は
「
類
句
」
と
似

て
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
裏
切
る
よ
う
な
趣
向
で
あ
り
、
作
者
は
そ
の
点
に
新
鮮

さ
を
見
出
し
た
た
め
に
「
窓
の
灯
か
な
」
と
詠
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
「
雪
竹

を
墜
す
る
」
景
色
を
照
ら
す
の
み
の
「
窓
の
灯
」
な
ど
、
「
類
句
」
的
に
は
意

味
の
な
い
光
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
作
者
の
把
栗
は
そ
の
無
意
味
さ
に
こ
そ
ユ

ー
モ
ア
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
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窓
の
灯
、
雪
を
溶
か
さ
ず

　
把
栗
白
身
に
こ
の
よ
う
な
言
言
が
存
在
す
る
わ
け
で
な
い
。
し
か
し
、
「
雪

の
竹
」
に
「
窓
の
灯
」
が
照
ら
さ
れ
た
風
景
－
現
在
で
は
平
凡
に
感
じ
ら
れ

る
よ
ふ
ノ
な

を
あ
え
て
詠
ん
だ
の
は
、
「
雪
・
竹
・
灯
」
と
「
類
句
」
同
様

の
取
り
合
せ
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
裏
を
か
く
よ
う
な
趣
向
に
新
鮮
さ
を
感
じ

た
た
め
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
子
規
も
把
栗
句
に
こ
の
よ
う
な

魅
力
を
感
じ
た
か
ら
こ
そ
『
新
俳
句
』
に
収
録
し
た
、
と
は
深
読
み
に
過
ぎ
る

で
あ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
俳
諧
宗
匠
の
俳
誌
等
と
『
新
俳
句
』
双
方
の
句
群
を
比
較
し
た
が
、
取
り
上

げ
た
句
群
は
一
例
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
課
題
も
存
在
す
る
。

　
た
と
え
ば
俳
諧
宗
匠
達
の
俳
誌
・
俳
書
類
は
膨
大
で
あ
り
、
ま
ず
そ
れ
ら
の

踏
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
類
句
＝
月
並
句
」
の
同
趣
向
・
措
辞
等
に

つ
い
て
は
類
題
句
集
（
季
題
ご
と
に
江
戸
期
以
来
の
例
句
を
示
し
、
句
作
の
模

範
を
示
し
た
も
の
。
Ｈ
の
『
発
句
古
人
五
百
題
』
等
）
の
存
在
も
見
逃
せ
な
い
。

明
治
期
の
「
類
句
」
を
検
討
す
る
際
、
類
題
句
集
が
「
類
句
」
形
成
に
影
響
を

与
え
た
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
と
俳
誌
掲
載
の
句
と
の
関
連
性
を
検
証
す

る
必
要
が
あ
仙
。

　
同
時
に
『
新
俳
句
』
に
関
し
、
「
新
奇
」
の
位
相
を
全
体
に
渡
り
調
査
せ
ね

ば
な
る
ま
い
。
そ
し
て
、
各
作
者
の
意
図
と
選
者
子
規
の
鑑
賞
眼
と
を
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

れ
検
討
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
『
新
俳
句
』
所
収
の
二
、
三
句
を
い
く
つ
か
の
同
時
代
俳
誌
と
比
較

す
る
こ
と
の
意
義
は
何
か
。
そ
れ
は
、
子
規
達
は
論
者
で
あ
る
と
と
も
に
実
作

者
で
あ
っ
た
点
を
具
体
的
に
指
摘
し
う
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
新
奇
と
言
ひ
、
陳
腐
と
言
ふ
、
比
較
上
の
こ
と
な
り
。
且
つ
新
奇
と
感

　
　
じ
、
陳
腐
と
感
ず
る
程
度
は
各
人
相
異
な
る
を
免
れ
ず
。

　
　
　
　
　
　
（
「
明
治
二
十
九
年
の
俳
諧
」
、
「
日
本
新
聞
」
明
治
3
0
・
１
・
2
5
）

　
従
来
、
「
俳
句
革
新
」
は
こ
の
よ
う
な
子
規
俳
論
を
参
照
し
て
確
認
さ
れ
て

き
た
。
す
な
わ
ち
、
革
新
の
御
旗
を
掲
げ
た
子
規
達
は
「
旧
派
」
の
「
陳
腐
」

な
句
群
を
批
判
し
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
新
奇
」
な
句
を
求
め
た
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
「
明
治
二
十
九
年
の
俳
諧
」
に
明
瞭
で
あ
る
と
い
う
。
子
規
が

「
陳
腐
」
を
否
定
し
、
「
新
奇
」
を
希
求
す
る
論
を
発
表
し
た
の
は
事
実
で
あ
ろ

う
。
同
時
に
、
彼
ら
は
そ
の
主
張
を
句
作
で
実
践
し
た
実
作
者
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
か
。

　
子
規
達
が
ど
の
よ
う
な
「
比
較
」
の
上
で
「
陳
腐
／
新
奇
」
を
判
断
し
、
作

品
で
実
践
し
た
か
は
、
彼
ら
の
句
を
実
際
に
検
討
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
し
て
、

子
規
達
が
「
陳
腐
」
で
は
な
い
「
新
奇
」
な
作
品
を
詠
ん
だ
と
す
れ
ば
、
「
月

並
者
流
」
（
と
子
規
達
が
呼
ん
だ
）
の
「
類
句
」
を
踏
ま
え
た
上
で
、
子
規
達

の
ど
の
点
が
「
新
奇
」
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
論
者
に
し
て
実
作
者
で
あ
っ
た
子
規
達
は
、
論
で
は
「
月
並
者
流
」
を
批
判

｜



し
、
作
品
で
は
「
新
奇
」
な
句
群
を
発
表
す
る
こ
と
で
「
俳
句
革
新
」
を
試
み

た
は
ず
で
あ
る
。
『
新
俳
句
』
所
収
句
は
一
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
子
規
達
の

句
作
者
と
し
て
の
「
俳
句
革
新
」
の
姿
を
、
今
に
伝
え
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う

か
。注①

「
旧
派
」
は
子
規
達
が
使
用
し
始
め
た
の
で
は
な
く
、
岡
野
知
十
「
俳
諧
風
聞
記
」

　
ス
毎
日
新
聞
」
明
治
2
8
・
９
・
Ｂ
～
同
年
1
0
・
１
）
が
「
新
派
／
旧
派
」
と
区
分
し

　
て
以
来
、
俳
壇
に
流
行
し
、
次
第
に
高
ま
る
周
囲
の
声
の
中
で
子
規
達
も
使
用
し
た

　
と
推
定
さ
れ
る
。

②
「
陳
腐
＝
月
並
者
流
／
新
奇
＝
俳
句
革
新
」
の
整
理
は
、
個
々
の
先
行
研
究
と
い

　
う
よ
り
研
究
全
体
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
示
唆
的
な
指
摘
で
あ
る
。

③
　
『
新
俳
句
』
は
上
野
三
川
・
直
野
碧
玲
腹
編
集
で
あ
る
が
、
子
規
が
選
句
・
校
閲

　
に
深
く
関
係
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
（
『
子
規
全
集
』
1
6
巻
〔
本
文
前
掲
〕
所
収
「
新

　
俳
句
」
解
題
等
参
照
）
、
子
規
選
に
近
い
状
態
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
よ
っ

　
て
、
本
稿
は
『
新
俳
句
』
を
ほ
ぼ
子
規
選
の
選
集
と
し
た
。

④
「
月
並
者
流
」
（
と
子
規
達
が
称
し
た
派
）
と
子
規
達
の
句
群
を
比
較
分
析
し
た
研

　
究
は
、
従
来
必
ず
し
も
盛
ん
と
は
い
え
な
い
。
今
後
の
研
究
に
待
ち
た
い
。

⑤
　
謡
曲
「
鵜
飼
」
本
文
は
、
『
鵜
飼
』
（
僧
小
川
日
貞
、
明
治
2
7
・
５
、
９
～
1
0
頁
）

　
に
拠
っ
た
。
な
お
、
適
宜
漢
字
等
に
直
し
た
。

⑥
　
芭
蕉
句
の
解
釈
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
7
0
　
芭
蕉
七
部
集
』
（
岩
波
書
店
、

　
平
成
２
・
３
・
2
0
）
所
収
「
あ
ら
野
」
（
上
野
洋
三
校
注
）
に
拠
っ
た
。

⑦
　
『
新
俳
句
』
「
鵜
」
項
の
全
句
が
「
鵜
飼
＝
罪
」
を
考
慮
し
な
い
作
品
、
と
い
う
わ

　
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
鵜
飼
名
を
勘
作
と
申
し
あ
は
れ
也
」
（
夏
目
漱
石
句
）

窓
の
灯
、
雪
を
溶
か
さ
ず

　
は
本
文
引
用
の
荷
今
句
と
似
た
趣
向
を
取
り
つ
つ
、
「
鵜
飼
＝
罪
深
い
生
業
」
と
い

　
う
観
念
に
沿
っ
た
句
と
推
定
さ
れ
る
。

⑧
　
従
来
の
「
類
句
」
の
世
界
観
を
踏
ま
え
、
あ
え
て
そ
れ
に
触
れ
ず
に
微
細
な
描
写

　
に
こ
だ
わ
る
姿
勢
が
俳
句
の
「
写
生
」
の
要
点
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ

　
う
な
「
写
生
」
の
位
相
を
指
摘
し
た
先
行
研
究
に
渡
部
直
己
「
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
序

　
説
　
　
正
岡
子
規
に
お
け
る
〈
明
視
〉
の
誕
生
と
溶
解
」
（
「
早
稲
田
文
学
」
1
1
7
号
、

　
昭
和
6
1
・
２
）
等
が
あ
り
、
示
唆
的
で
あ
る
。

⑨
　
子
規
の
「
鵜
」
句
は
、
柴
田
奈
美
『
正
岡
子
規
と
俳
句
分
類
』
（
思
文
閣
出
版
、

　
平
成
1
3
・
1
2
・
2
0
）
が
「
鵜
も
つ
か
れ
鵜
飼
も
眠
玉
代
明
哉
」
（
氷
花
句
、
『
花
摘
』

　
〔
元
禄
３
〕
所
収
）
と
の
類
似
を
指
摘
し
て
い
る
（
1
9
0
頁
）
。
子
規
は
氷
花
・
大
梅
句

　
双
方
を
組
み
合
わ
せ
て
詠
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
が
、
彼
自
身
ど
の
程
度
意
識
的
に
行

　
っ
た
か
は
実
際
に
判
然
と
し
な
い
。
い
わ
ば
無
意
識
に
古
句
を
借
り
た
可
能
性
が
あ

　
る
が
、
本
稿
は
氷
花
・
大
梅
等
の
先
行
句
を
踏
ま
え
た
句
作
と
見
な
し
た
。

⑩
　
類
題
句
集
は
江
戸
期
よ
り
膨
大
な
点
数
が
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
句
作
入
門
書
の

　
側
面
を
有
し
た
た
め
「
月
並
句
」
形
成
に
規
範
を
与
え
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

　
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
、
芭
蕉
等
の
故
人
句
と
同
時
に
現
存
俳
人
句
を
多

　
数
収
録
し
た
類
題
句
集
が
頻
繁
に
刊
行
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
明
治
期
の
「
類
句
」
に

　
影
響
を
与
え
た
の
は
芭
蕉
等
の
元
禄
期
の
有
名
句
よ
り
、
そ
の
時
期
ご
と
の
著
名
俳

　
人
の
作
品
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
た
と
え
ば
、
本
文
Ｈ
節
の
「
鵜
」
句
で
「
月

　
並
者
流
」
の
俳
誌
等
と
『
発
句
古
人
五
百
題
』
所
収
句
を
比
較
し
た
が
、
俳
誌
等
の

　
句
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
芭
蕉
句
の
み
で
、
他
の
荷
号
・
浪
化
句
等
の
影
響
は

　
ほ
ぼ
見
当
た
ら
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
当
時
の
俳
誌
等
に
お
け
る
「
鵜
」
句
は
芭

　
蕉
句
よ
り
他
句
の
影
響
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
こ
こ
に
江
戸
後
期
～
明
治
初
期
の
現
存

　
俳
人
達
の
類
題
句
集
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
類
題
句
集
に
は
不
明
な
点

　
が
多
々
存
在
す
る
た
め
、
今
後
の
調
査
に
待
ち
た
い
。

六
五



　
　
　
　
　
窓
の
灯
、
雪
を
溶
か
さ
ず

（
図
版
出
典
）

　
図
１
　
『
新
撰
季
寄
掌
中
俳
諧
教
草
』
（
松
田
文
書
堂
、
明
治
1
5
・
１
１
サ
「
六
月
」
項

※
引
用
に
際
し
、
漢
字
は
常
用
漢
字
に
直
し
、
ル
ビ
及
び
圏
点
は
省
略
し
、
清
濁
及
び

　
句
読
点
を
補
う
な
ど
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
適
宜
変
更
し
た
。

六
六




